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ID 会場 天候 年齢 ポジション サーフェイス 病名 受傷時刻 受傷時間 病院搬送
1 IPUラグビー場 晴 18 MF 人工芝 熱中症 13:10 前半25分 なし
2 IPUラグビー場 晴 16 DF 人工芝 下腿内側腫脹 14:45 試合後 なし
3 IPUラグビー場 晴 15 DF 人工芝 前腕コーレス骨折 16:25 後半25分 医療機関受診
4 IPUラグビー場 晴 16 MF 人工芝 熱中症 13:25 後半25分 なし
5 IPUラグビー場 晴 15 MF 人工芝 鼻出血 12:30 前半5分 なし
6 IPUラグビー場 晴 16 FW 人工芝 腰部打撲 14:20 前半20分 なし
7 IPUラグビー場 晴 16 MF 人工芝 下腿擦過傷 不明 不明 なし
8 IPUラグビー場 晴 15 DF 人工芝 大腿外側部打撲 不明 後半5分 なし
9 IPUラグビー場 晴 16 DF 人工芝 熱中症 10:45 後半5分 なし
10 IPUラグビー場 晴 17 GK 人工芝 第4・5指捻挫 12:30 不明 なし
11 IPUラグビー場 晴 16 DF 人工芝 熱中症 10:00 試合後 なし
12 IPUラグビー場 晴 16 GK 人工芝 切創 9:00 前半20分 医療機関受診
13 赤坂グラウンド 晴 16 MF 人工芝 熱中症 14:55 後半20分 なし
14 赤坂グラウンド 晴 17 FW 人工芝 大腿外側部打撲 13:20 後半10分 なし
15 赤坂グラウンド 晴 17 DF 人工芝 熱中症 13:20 後半5分 なし
16 赤坂グラウンド 晴 16 MF 人工芝 膝関節外側部打撲 10:40 後半10分 なし
17 赤坂グラウンド 晴 16 MF 人工芝 足関節内反捻挫 8:00 試合前練習 なし
18 赤坂グラウンド 晴 17 DF 人工芝 頸部捻挫 10:55 後半15分 救急搬送
19 赤坂グラウンド 晴 16 MF 人工芝 下腿打撲 15:20 前半20分 なし
20 赤坂グラウンド 晴 17 FW 人工芝 足関節内反捻挫 15:25 前半15分 なし
21 赤坂グラウンド 晴 17 MF 人工芝 前腕コーレス骨折 13:35 後半25分 医療機関受診
22 赤坂グラウンド 晴 18 FW 人工芝 熱中症 14:45 後半10分 なし
23 赤坂グラウンド 晴 19 GK 人工芝 足関節外反捻挫 13:15 後半5分 なし
24 赤坂グラウンド 晴 15 FW 人工芝 足関節内反捻挫 19:05 後半25分 なし
25 赤坂グラウンド 晴 17 DF 人工芝 上唇左側切創 18:40 後半10分 なし
26 赤坂グラウンド 晴 16 DF 人工芝 腰臀部打撲 16:30 後半20分 なし
27 赤坂グラウンド 晴 17 MF 人工芝 足関節内反捻挫 10:00 後半20分 なし
28 赤坂グラウンド 晴 18 DF 人工芝 熱中症 12:55 試合後練習 救急搬送
29 赤坂グラウンド 晴 15 MF 土 熱中症 10:20 試合後 なし
30 赤坂グラウンド 晴 15 DF 土 肘関節後方脱臼 11:40 前半25分 医療機関受診
31 赤坂グラウンド 晴 17 MF 土 熱中症 14:30 後半10分 なし
32 赤坂グラウンド 晴 17 MF 土 足関節内反捻挫 10:30 前半20分 なし
33 赤坂グラウンド 晴 16 DF 土 下腿打撲 16:15 後半25分 なし
34 赤坂グラウンド 晴 15 MF 土 熱中症 12:00 後半20分 なし
35 赤坂グラウンド 晴 17 DF 土 熱中症 16:00 後半5分 なし
36 赤坂グラウンド 晴 17 MF 土 腹部打撲 11:50 後半10分 なし
37 赤坂グラウンド 晴 17 DF 土 熱中症 14:30 後半10分 なし
38 岡山理大グラウンド 晴 20 ボールパーソン 土 熱中症 11:40 試合後 なし
39 岡山理大グラウンド 晴 16 MF 土 下腿打撲 12:50 前半10分 なし
40 岡山理大グラウンド 晴 16 FW 土 熱中症 12:50 ハーフタイム なし
41 岡山理大グラウンド 晴 17 DF 土 熱中症 15:00 後半25分 なし
42 岡山理大グラウンド 晴 17 DF 土 熱中症 12:35 後半25分 なし
43 岡山理大グラウンド 晴 18 MF 土 鼻骨骨折 12:20 後半25分 医療機関受診
44 岡山理大グラウンド 晴 17 DF 土 足関節内反捻挫 14:30 前半25分 なし
45 岡山工グラウンド 晴 16 DF 土 熱中症 16:35 後半 なし
46 瀬戸高グラウンド 晴 15 DF 土 熱中症 15:10 前半25分 なし
47 瀬戸高グラウンド 晴 16 GK 土 膝関節LCL損傷 11:30 後半20分 なし
48 瀬戸高グラウンド 晴 17 DF 土 大腿四頭筋打撲 15:25 後半10分 なし
49 瀬戸総合運動公園 晴 16 MF 土 大腿四頭筋打撲 10:00 後半25分 なし
50 瀬戸総合運動公園 晴 16 DF 土 足関節内反捻挫 9:30 前半25分 なし
51 政田グラウンド 晴 20 FW 人工芝 熱中症 15:30 前半 なし
52 就実グラウンド 曇 18 DF 人工芝 熱中症 16:00 試合後練習 救急搬送
53 就実グラウンド 晴 15 DF 人工芝 鼻出血 14:55 前半25分 なし
54 就実グラウンド 晴 15 DF 人工芝 熱中症 13:55 後半5分 なし
55 就実グラウンド 晴 16 MF 人工芝 鼻出血 13:30 前半10分 なし






































試合数(A) 熱中症発生件数(a) (a/A) ｐ値
人工芝 110 12 10.9% 
n. s. 
土 72 11 15.2% 
表－２　大会期間中の熱中症発生率
試合数(B) 外傷・障害発生件数(b) (b/B) ｐ値
人工芝 110 22 20% 
n. s. 
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２． トレーナーステーションにおける救急処置活動に
ついて
　今大会，外傷に関する救急搬送は１件発生した。接
触プレーにて頭部から地面に落ち，頸部の疼痛と悪心
を訴えたため，頸部を固定しながらピッチサイドに搬
送した。意識もはっきりとしており記憶障害もなかっ
たが，筋発揮が十分でなかったためトレーナー指導教
員の指示の下，救急搬送を行った。頭頸部外傷は重大
な外傷を想起させるため，適切な救急処置が必要であ
る。
　また医療機関への救急搬送は行わなかったが，近隣
の医療機関へ受診を勧めた外傷も５件あり，上肢の骨
折や脱臼が疑われた際にも適切な応急処置を行った。
学生トレーナーは今回の大会に向け救急処置に関する
勉強会を繰り返し実施し，緊急時のシミュレーション
を重ねた。重大な外傷が発生した際，普段から緊急時
の対応を想定していないと学生トレーナーはもちろん
のこと，有資格のトレーナーであっても迅速な対応が
できない。救急処置に関するシミュレーションの積み
重ねがこういった緊急時にも，冷静な処置ができた要
因ではないかと考えられる。今後も引き続き緊急時の
シミュレーションを重ねていく必要がある。
  
３．大会における熱中症発生およびその対策について
　岡山県は2015年８月の都道府県別人口10万人当たり
の救急搬送人数が全国３番目に高い値であった（総
務省消防庁 2015）。今大会期間中５日間の８：30から
18：00までの間，平均気温32.4℃，平均湿度59.4％，
平均WBGTは29.1℃であり，また最高気温は38.7℃，
最低気温は28.6℃，最高WBGTは32℃であった。試
合開始時刻の８：30の時点で気温は30℃を，WBGT
は25℃を超えるなど非常に暑い環境で行うことが多
かった。熱中症と評価された件数が23件にのぼり，
WBGTが高いほど熱中症の発生が増加する正の相関
がみられ，大会期間を通して熱中症が発生しやすい環
境であった。昨年の大会は熱中症発生件数が１件と少
なく，台風や雨の影響で気温が低いことが一番の要因
であると報告している（青木ら 2014）。本年の大会で
は気温，WBGTともに大会期間を通して昨年よりも
上昇しており，平均WBGTは昨年より2.8℃，平均気
温は2.6℃高かった。
　今大会では人工芝グラウンドと土グラウンドでの熱
中症発生率で有意な差はみられなかった。しかし熱中
症と評価をした23件のうち中等度の熱中症として救急
搬送をした件数は２件あり，どちらも人工芝のグラウ
ンドであった。濱口ら（2013）は，人工芝上の温度は
気温差が５℃，WBGTが３℃高いことを報告してお
り，人工芝でのプレーは土グラウンドに比べ熱中症重
症度が増したと考えられる。今回グラウンド上での気
温，湿度，WBGTは人工芝グラウンドで計測を行い，
土グラウンドでは行っていないため多くの会場で計測
を行いより詳細なデータをとって人工芝と土グラウン
ドでの熱中症発生率を比較していく必要がある。
　時間別の発生件数では12：01～16：00までの時間帯
で熱中症が多く発生していた。特に12：01～14：00ま
でのグラウンド上の気温とWBGTはそれぞれ37.6℃，
31℃であり，日本体育協会の熱中症予防のための運動
指針では「原則運動は中止」のレベルとなっている。
今大会は，参加チームと試合数が多いため，昼休憩の
時間を取らずに日中の気温が高い時間帯も試合を行っ
ていた。熱中症予防の対策として昼の12：00～14：00
までの試合は行わないことや，連続した試合設定はし
ないなどより細かい日程調整が必要と考えられる。
 
Ⅵ．まとめと展望
　夏季に行われた高校・大学サッカー大会での熱中症
発生と外傷・障害発生をグラウンドサーフェイス別に
比較を行った。
１） 本大会では熱中症発生，外傷・障害発生の両方と
もグラウンドサーフェイスの違いによる差は見ら
れなかった。
２） 外傷としては打撲，捻挫が多く，下肢の発生が多
くみられた。
３）WBGTと熱中症発生には高い相関がみられた。
　今回は大会を通して暑い日が連日続き，熱中症が23
件発生した。救急搬送を行った中等度の熱中症は２件
であった。
　来年以降，重度の熱中症を避けるためにも，大会主
催側と更なる予防対策のためのルール作成を進めてい
く必要がある。
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